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３ 論文の構成 
本論文は、組織における「遊び」についての先進的な研究である。企業の現場では、イ
ノベーションやクリエイティビティまたは社内教育の活性化を図るという意図をもって業
務や人材開発に遊び的要素を導入されている。理論的には、2010 年代に入って、特にヨー
ロッパを中心として経営組織研究のコミュニティーの中で、経営組織における「遊び」に
着目した研究が拡大してきている。以上の背景から、本論文では経営組織研究における「遊
び」概念をポストモダンのパースペクティブから展開を試みている。従来の組織研究では、
「遊び」という現象を組織の機能的な合理性の議論において論じられてきただけであり、
十分な学術的検討がなされていなかった。しかしながら、これまでの機能主義に基づく組
織の理論とは一線を画すポストモダンや社会構成主義といった新たなパースペクティブに
よる組織の研究が 21 世紀に入って盛んに行われるようになり、本論文の研究もこれらの
研究動向の一環としてみることができる。 
本論文は、このような研究背景から、経営学・経営組織研究における遊び概念を体系的
に議論し、そのうえで、経営学・経営組織研究において遊び研究がいかに議論されてきた
かを概観・分析し、今後の経営学・経営組織研究における遊び研究の展開について検討し
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ている。 
本論文の構成は次の通りである。 
 
序章 
第Ⅰ部 経営組織研究と遊び研究のための諸前提  
第 1 章 経営学・経営組織研究における遊び概念の変遷 
第 2 章 経営組織研究における人間観―既存の人間観の批判的考察と遊戯人の可能性―  
第 3 章 経営学・経営組織研究における遊び研究 
第Ⅱ部 ポストモダンの組織の諸理論と遊び 
第 4 章 組織化と遊び 
第 5 章 戦略化と遊び 
第Ⅲ部 結論 
終章 
 
４ 論文の概要 
 本論文は序章、第Ⅰ部（経営組織研究と遊び研究のための諸前提）、第Ⅱ部（ポストモダ
ンの組織の諸理論と遊び）、および第Ⅲ部（結論）から構成されている。 
第 1 章では、近年の経営組織研究における遊び概念の動向について、経営組織研究のパ
ラダイムの変遷から論じている。経営学とりわけ経営組織研究において、「遊び」というも
のは本来不必要であり、労働現場にあってはならないものとされてきた。しかしながら、
人間関係論やモチベーション、またはイノベーションといった研究領域において「遊び」
は必要であるというように、学術分野においても遊びについての見方は変化してきた。こ
のような見解は、既存研究においても一貫して指摘されている。本論文では、この変化を
組織研究のパラダイムの多様化と関連付けて再整理が行われている。組織研究における遊
び概念の扱い方の変化は一見すると、経営組織研究のパラダイムの変遷による変化のよう
にもみられる。しかしながら、これらの遊び概念の変遷は、結局のところ、遊びの「機能」
への注目であった。遊びを不要とする諸理論は、業務を中断させ、非効率をもたらす機能
を持つ存在として遊びを仮定してきた。他方で、遊びを必要とする諸理論でも、モチベー
ションを向上させたり、イノベーションを引き起こしたりする機能を有する存在であると
遊びを仮定しているに過ぎなかった。以上のことから、根源的な人間の行為としての遊び
に注目する必要性を第 1 章では論じている。 
 第 2 章では、経営組織研究の人間観として遊戯人モデルの分析が行われている。遊びの
最も古典的な体系だった研究として Huizinga（1956）の研究が挙げられる。その Huizinga
（1956）の中心的な話題は、遊戯人モデル(Homo Ludens)と呼ばれる人間観にある。これ
は、人間を「遊ぶ存在」としてモデル化したものである。遊ぶという行為は、人間独特の
行為であり、遊びという行為を中心に人間の行動について理解しようとするのが遊戯人で
ある。本章では、遊戯人を含め、既存の経営学・経営組織研究において用いられてきた人
間観を、機能主義的組織論の限界を克服しようと試みる一つの研究として、解釈主義的組
織文化研究の諸前提および論点を議論しうる人間観となっているかを中心に分析が行われ
ている。既存の経営学・経営組織研究が前提としてきた人間観も、Huizinga（1956）の遊
戯人も、本研究の前提としている解釈主義的組織研究の論点を議論しうる人間観になって
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いないということが明らかにされている。そのうえで、本章では、Huizinga（1956）の遊
戯人モデルが無視してきた要素を指摘したうえで遊戯人モデルの修正を行った。 
 第 3 章では、経営学・経営組織研究と遊び論の接点について論じている。具体的には、
遊び論が経営学以外の他分野においてどのように展開されてきたのかといった問題を第 1
に議論している。遊びは、主に哲学や教育学、心理学からは、こどもが社会に出ていくた
めの準備、すなわち社会化の手段として捉えられてきた一方で、社会学からは遊びそのも
のの現象を捉えようという視点から論じられてきたと本論文では指摘されている。この指
摘を元に、経営学・経営組織研究においては、「社会化の手段としての遊び」、「組織文化の
創造機能としての遊び」「現象としての遊び」「メタファーとしての遊び」の 4 つの視点か
ら展開可能であると分析されている。 
 第 1 部での議論をまとめると次のようなことが指摘できる。解釈主義やポストモダンと
呼ばれる機能主義の限界を克服しようとするパラダイムの経営組織研究においては、経営
組織の組織過程や組織のメンバーの価値観やメンバー同士の相互作用、または組織とメン
バーの相互作用などに焦点が当てられ、組織メンバーがいかに組織を生産・再生産するか
を明らかにしようとする。その中で、遊びという概念は、現状においては、遊びの機能に
のみ注目が集まっており、遊びそのものを捉えようとしている研究は少ない。しかしなが
ら、遊びが何らかの創造に関わる現象であるとするならば、遊びそのものを遊び手の主観
から分析する必要性を述べている。 
 第Ⅱ部では、ポストモダンと呼ばれるパラダイムからの研究として代表的な理論として、
Weick の組織化理論と Wittington を代表とする戦略化理論を取り上げ、その理論のなか
での遊び概念の展開・貢献可能性について各章で論じている。 
 第 4章では、Weickの組織化理論・センスメーキングの理論が取り上げられている。Weick
の諸理論は組織についての新しい見方を提供してきたが、反面、批判されるべき点も指摘
されている。Weick の諸理論は、組織を組織化という動名詞、すなわち、進行中の過程と
とらえ、動態的な組織観を提唱したことで組織研究に貢献してきた。しかしながら、組織
化の過程を構成する「淘汰」のプロセスについて説明がなされていないという問題点が指
摘されていたのである。この問題点に対して遊び概念を展開することを主張し、Weick の
諸理論と遊び概念の相互補完的な作用について検討している。 
 第 5 章では、社会学の実践的転回に呼応した形で経営組織研究にも出現してきた戦略化
研究における遊び概念の適用可能性について検討されている。戦略化研究において、遊び
は「レゴ・シリアス・プレイ」というケースですでに Roos et al.（2004）と Bürgi et al.
（2005）によって論じられてきた。これらの研究は、経営組織や経営戦略にとって不要と
みなされてきた「遊び」の要素が、戦略策定において有効な道具として扱われ、経営組織
にとって有効な要素となり得ること、さらにそのプロセスが明らかとなった。反面、彼ら
の研究におけるレゴ・シリアス・プレイとは、組織の外部者である研究者が組織に持ち込
んだ遊び的要素であり、組織成員が組織における日々の活動において生み出したり、考え
出したりした遊びではないといったことが論じられている。 
第Ⅲ部終章では、組織と遊びについての議論を総括し、経営組織研究における遊び概念
の評価を行い、今後の組織と遊びの研究について議論されている。経営組織研究における
遊び研究の可能性とその研究アプローチ、そしてその確立について研究方法論や今後の経
営組織研究への貢献可能性を検討した。本稿の結論として、現状の経営組織研究における
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遊び研究は、遊びの機能を追求するあまり、遊びそのものへの着目の欠如が見られること
を批判し、組織における遊びへの注目に対して、組織メンバー＝遊び手の意味体系から遊
びを論じる必要性があると結論付けている。 
 
５ 論文の特質 
本論文では、これまで組織の理論では十分に検討されてこなかった「遊び」についての
先進的な理論研究である。「遊び」の概念は、近年組織研究において注目されている研究の
一つであり、組織の中で今後ますますその研究の重要性が認識される分野である。従来の
組織研究では、「遊び」というものは組織の合理性から本来不必要であり、労働現場から排
除さるべきものとみなされてきた。しかしながら、現在、「遊び」は人間が本来持っている
特質であり、人間関係論やモチベーション、さらにイノベーションといった研究領域にお
いて「遊び」は必要であるというように、学術分野において認識されている。この新たな
遊技人モデルは、組織論で展開されてきた経済人モデル、社会人モデル、欲求充足人モデ
ル、複雑人モデル、そして経営人モデルに加え組織研究における新たな研究パースペクテ
ィブをもたらす人間モデルを提示している。本研究は、このような「遊び」についての見
方は変化を組織研究のパラダイムの多様化と変遷に関連付けて再整理を行いつつ、機能主
義に基づく議論の限界をポストモダンニズムという解釈的主義のパースペクティブに立脚
した先駆的な研究であり、そこに本論文の特質をみることができる。 
 
６ 論文の評価 
組織の研究において人間が根源的に持つ特質としての「遊び」を取り入れた研究である
本論文は、これまで研究の主流である機能主義的組織論のペースペクティブから離れ、ポ
ストモダンニズムという解釈主義およびクリティカルなパースペクティブから「遊び」の
概念を理論的に検討するという組織研究の新たな研究分野を切り開く研究であると評価す
ることができる。また、研究メソドロジーについても、研究パラダイムの整理に基づいて
「遊び」の組織研究を検討している論文として評価することができる。 
他方、本論文にみられるように、「遊び」の概念がこれまでの組織研究の蓄積を十分に検
討しているわけではなく、また実践における「遊び」の概念の重要性と有用性を指摘する
にとどまっていて、この「遊び」が実践においてどのように展開され、その重要性が現場
で認識されているかについては十分に検証されていなかった点は、本研究が抱える限界の
一つであるともいえる。さらに、今後の研究メソドロジーについても、「遊び」の研究を進
めていく際の方法論について十分な検討がなされているとはいえない。  
しかしながら、そのような課題はあるとしても、これまで十分に検証されてこなかった
組織の「遊び」について、研究パラダイムを通しての理論的考察をした本論文の研究価値
が失われることはなく、組織における「遊び」の重要性とその研究の先駆けとなる研究と
して、高く評価されるべき論文であるとすることができる。 
 
７ 論文の判定  
 本学位請求論文は、経営学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもの
であり、本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合
格したので、博士（経営学）の学位を授与するに値するものと判定する。    以上 
